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学部別 学年別
2018年度 プロジェクトメンバー数

69
63
20
16
2
5
1
3
2
3
1

185

所属学部
理 工 学 部
女子大 学芸学部
文化情報学部
生命医科学部
グローバル・コミュニケーション学部
心 理 学 部
女子大 薬学部
大 学 院
スポーツ健康科学部
商 学 部
法 学 部
合　計

理工学部文化情報学部

女子大 学芸学部

生命医科学部
グローバル・
コミュニケーション学部

心理学部
商学部

法学部
女子大 薬学部

大学院

スポーツ健康科学部 学年構成
73
39
53
16
1
2
1

185

1年
2年
3年
4年
M1
M2
D2
合計

1年

2年

3年

4年

D2M2
M1

目標を定め、その達成にこだわって活動する。そんな学生たちの「1年」を重ね、15年を迎えた。
IT・メディアテクノロジー、デジタルコンテンツ。
時代の変化とともにその言葉の指すもの、捉え方も移り変わる。
変わらないのは、なぜやるか？　自分達が成し遂げたいものは何なのか？　どうすれば良いのか？
ルームに集い、意見を交わし、ひとつひとつ積み重ねていく「１年」。
15年目の同志社ローム記念館は、今年もまた、日々館内で繰り広げられるドラマを見守る。
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第15期のプロジェクト、今期から、エントリー時期が前年11月になり、1月には採択が決定。
立ち上げメンバーは、春までじっくりこの先の「１年」を見据え、準備を進めてきた。
新しいものを生み出す、初めてづくしの１年が、今年もまた動き出した。

2018年度  プロジェクト紹介

丘の上にあるキャンパスに通う学生ならではの視点でものづくりに挑戦するプ
ロジェクトが立ち上がった。
「電動ローラースケートがあったらな…」そんな思いからスタートした取り組み
は、坂を登るとは？楽になるとはどういうことか？自分達に何ができるか？さ
まざまな課題について考え、試行錯誤を繰り返す。知恵を出しあい、自転車など、
既存の乗り物などの機構も研究しながら試作機の製作に取り組んでいる。

S.D.S（SlopeどうでShow）

駅から京田辺キャンパスまで続く長い坂、そのつらさ軽減を目
的に、坂を登る機体の開発を目指す。

RM208

プロジェクト責任者▶小板隆浩 （同志社大学理工学部情報システムデザイン学科准教授）

目標

さまざまなシーンでの活用で注目される「VR（ヴァーチャルリアリティ：仮想現実）」。
このプロジェクトでは、臨場感あふれるVRゲームの世界感を、同時に仲間と
共有して楽しめる「マルチVRゲーム」の開発を目指す。昨年からあたためてき
た魔法で戦うアクションゲームがいよいよ形になる。まだまだ少ないマルチ対
応のゲーム、「VRはもう孤独じゃない」、多くの人たちにそう思ってもらうべく
彼らの挑戦が始まった。

プロンティアットVR

マルチVRゲームの開発と展開、関連情報を提供するWebサイ
トの開発により、マルチVRゲームの発展を目指す。

RM220

プロジェクト責任者▶大久保雅史 （同志社大学理工学部情報システムデザイン学科教授）

目標

「あれ？床が動いた？」インタラクティブアートをもっと身近に感じてもらうた
めに、と考えたのは、日頃の何気ない動作によって変化するしかけ。立つ、歩
く動作に反応してどんな変化があればおもしろい作品になるのか。決まった
テーマは「海」、新メンバーを交えたアイデアソンも開催、演出も固まってきた。
体験者の驚く顔、笑顔を生み出す作品作りへの挑戦はいよいよこれからだ。

アトリエフレームワークス

人の動きで変化する、触って遊べるデジタルアート作品を制作、
その体験の機会提供によりデジタルアートの普及を目指す。

RM306

プロジェクト責任者▶有賀妙子 （同志社女子大学学芸学部メディア創造学科教授）

目標

第一弾として本年度の活動でコラボレーションするのは韓国
の大学。言葉の違い、距離を超えて、ひとつの作品をどのよ
うに仕上げていくか、さまざまな工夫をしながら新しいフレー
ム、システムづくりを目指す。4月には、同じ曲を感じ、ダン
スの協働制作に挑戦、手ごたえを得た。話題のK-POPグルー
プのライブ企画・運営を通してスキルアップをはかりながら、
自分達の「オリジナル」を見つけ、新たなコンテンツづくりあり
方を提案していく。

KJ3プロジェクト
アジアの国々とメディアコンテンツを創る
コラボレーションシステムの開発

韓国の大学との連携によりEDMやショート
ムービーなどを制作、メディアコンテンツ開発
のコラボレーションシステム構築を目指す。

RM206

プロジェクト責任者▶川田隆雄 （同志社女子大学学芸学部メディア創造学科教授）

目標
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過去３年間の小学校での環境教育授業の経験を通して、京田辺市の自然を知
り、多くの人たちと出会った。そんな自分達の経験を活かし、もっと多くの
人たちにこのまちの自然環境について伝え、環境について一緒に考えてほし
い、という思いへと広がる。市内での自然散策やイベント参加など、活動は
メンバーがまず経験することから。そのときの感動をいかに伝えるか、新た
なWebサイトづくりに挑戦する。

えこまな＠京田辺

自然環境をテーマに、小学校での環境教育やイベントの企画・開催、Webサ
イトでの情報発信などを通して、京田辺市民の環境意識の向上を目指す。

RM307

プロジェクト責任者▶畠山　啓 （同志社女子大学現代社会学部社会システム学科助教）
参加団体▶京田辺市役所経済環境部環境課

目標

館内で活動するプロジェクトの成功をサポートするチーム。15周年の
今年、広報に力を入れたい！劇場空間でのイベントを充実させたい！
更に頼れるZeroになりたい！新たに加わった21名とともに思いは膨ら
む。春の合宿も3年生が企画する恒例行事となった。総会の運営やコ
ミュニケーションツールの活用法など、培ってきたノウハウを継承し
つつも、まずは自分達の更なる高みに向けた挑戦が期待される。

スタジオZero
RM218
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オープン当初から実施されてきた企業・団体との連携プロジェクト。
昨年度からスタートしたのは、企業の視点、社会を知る「数か月」の短期プロジェクト。
テーマは企業や自治体からの提案、何を創り上げるかはメンバー次第。チームとしての成果を上げること、
メンバーとしてチームに貢献することを体験し、力にする。

企業・自治体との連携プロジェクト

RM219

Android Smartphone Application Project One
マニュアルカメラの機能を使ったアンドロイド
アプリを企画・開発し、その普及を目指す。

4月27日にキックオフ、アプリ開発の勉強会を経て
アイデア出しからアプリを２つまで絞り込んで開発
をスタート！

目標

活動期間：4～11月　参加企業：パナソニック株式会社

RM308

きづのもり
木津川市の魅力を再発見。その発信の先に、目指す
はフィルムコミッションの設立。

魅力あふれる木津川市を体験するフィールドワーク
やイベントに参加。魅力を広く伝えるためのプロモー
ション戦略を企画！

目標

活動期間：6～12月　参加団体：木津川市役所　

RM209

全員のアイデアをもとに４グループに分かれて活動
開始。けいはんなイノベーションセンタでの企画発
表会で更にブラッシュアップ！

Oh! Do ITプロジェクト
「健康」に関する課題に着目、その解決のための新たな価値づくりに取
り組み、システムや製品の企画をオムロン社内イベントで提案・発信。

目標

活動期間：6～11月　参加企業：オムロン株式会社

RM207

Demiurge（デミウルゴス）
ROHM OPEN HACK CHALLENGE 2018に参加、
アイデア発想、プロトタイプ制作に挑戦。

暮らしに役立つ何かを生み出そう！ローム製のセンサ
やマイコンボードについて知るハンズオンイベントに
も参加！

目標

活動期間：7～11月



同志社ローム記念館オープン15周年記念イベント「ノキシタ○○」
5月16日（水）
主催：同志社ローム記念館プロジェクト「スタジオZero」
Doshisha Spirit Week 2018春「同志社大學應援団 演舞」
5月31日（木）
主催：同志社大学　キリスト教文化センター
同志社ローム記念館オープン15周年記念イベント「ノキシタパフォーマンス」
6月6日（水）
主催：同志社ローム記念館プロジェクト「スタジオZero」

　　イベント
F.A.C 新歓ライブ
4月3日（火）
主催：同志社大学 軽音サークルFolk Alive Club
2018年度 同志社ローム記念館プロジェクト「合同説明会」＊今出川校地との中継
4月4日（水）
主催：同志社ローム記念館プロジェクト「スタジオZero」
ボランティアフェアV-NET新歓交流会＠京田辺
4月6日（金）・4月24日（火）
主催：同志社大学ボランティア支援室
グローバル教育センター　海外フィールドワーク科目説明会＊今出川校地との中継
4月9日（月）・10日（火）
主催：同志社大学　国際教養教育院
TOEFL対策講座説明会＊今出川校地との中継
4月11日（水）
主催：同志社大学　国際課
ランチタイムコンサート
4月12日（木）
主催：同志社室内楽団
同志社ローム記念館プロジェクト交流会＊京田辺校地ラーニングコモンズとの中継
4月12日（木）
主催：同志社ローム記念館プロジェクト「スタジオZero」
同志社クローバー祭説明会
4月13日（金）
主催：同志社クローバー祭実行委員会
ダンスパフォーマンス「play_play_play」
4月23日（月）
主催：同志社女子大学現代社会学部 現代こども学科 girls media band
♭プログラム
　インストゥルメンタル　ジャズバンドコンサート「フジヤマウンテン」
　4月27日（金）
　「幸洋子短編アニメ上映」（上映・メイキングトーク・展示会）
　5月10日（木）
　テルミン&お箏コンサート「短冊（児嶋佐織+今西紅雪）」
　5月24日（木）
　「佐藤美代アニメ上映」（上映・メイキングトーク・展示会）
　6月5日（火）
　スイングジャズ・コンサート「Clap Stomp Swingin」
　6月15日（金）
主催：同志社大学　学生支援課
留学促進ウィーク「TOEFL説明会」＊今出川校地からの中継
5月15日（火）
主催：同志社大学　国際課

みんなの同志社ローム記念館！　プロジェクト ウェイクアップ！

グループワークの
発表準備に授業の予習、
話しながらできるって

いいね！

LEARNING

劇場空間で
活動成果の発表や

PRも！

EVENT

友達と待ち合わせて
ランチ！

ベーカリーカフェもあって
便利！

LUNCH

日韓フレンドシップLIVE Ⅱ　HALO K-POPライブ
6月27日（水）
主催：同志社ローム記念館プロジェクト
「アジアの国々とメディアコンテンツを創る
コラボレーションシステムの開発」

DIAヤングアメリカンズワークショップ
5月11日（金）
主催：同志社国際学院（DIA）ヤングアメリカンズサポーターズサークル

E ven t  Rep or t

イベント報告 2018年4月～
　　 2018年6月
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昼休みのローム記念館は、待ち合わせてランチをとる人たちでにぎわう。
仲の良い友達と楽しくおしゃべり、はもちろん、昼休みの時間を活用していろいろな情報
収集をすることができるのもローム記念館ならでは。
劇場空間でのイベントや壁面のディスプレイから流れる映像、また、1階のじょあみ前の
スペースでもプロジェクトメンバーの募集説明会や勉強会、大学が設置するブースでの個別相談、小規模のイベント、
展示会などが開催されているので、ぜひ注目してみよう。

ランチタイムに情報収集Pick
up!

４月 新メンバー募集！

いよいよプロジェクトが始動。各プロジェクトがポスターを制作し、目標達成に必要なメンバー
を集めるため奔走する。本年度は、京田辺・今出川両キャンパスでのブース対応や説明会の中
継なども実施、意欲あふれる多くのメンバーが集まった。

5月 ウェイクアッププログラム

メンバーが揃うこの時期、活動のベース作りをサポートするため、いくつかのプログラムが展開される。全員が、同
志社ローム記念館プロジェクトのメンバーとして目覚め、活動が本格化する。

5月9日（水）、10日（木）　プロジェクトガイダンス
館内のルールや活動に必要な情報を提供するプログラム。各
プロジェクトの目標を再確認し、メンバーがどのように活動
へ取り組むかを意識する。

5月16日（水）　ポスターデザイン勉強会
自分達の活動を知ってもらうためのポスターづくり。同志社
女子大学学芸学部メディア創造学科髙木毬子先生による勉強
会では、具体的なデザイン案への講評やアドバイスを頂いた。

6月1日（金）　SCoP大総会
各プロジェクトから選出されたメンバーで構成される連絡会議
「SCoP総会」。今回は全メンバーを対象に、プロジェクトガイダンス
を振り返る「重要キーワードでビンゴ」のワークや、コミュニケーショ
ンツールとして全員が作成したオリジナルの「履歴書シート」を使っ
た交流ゲーム、各プロジェクトで制作したポスターの発表会など、
盛りだくさんな内容でウェイクアッププログラムを締めくくった。

5月23日（水）・24日（木）　会計責任者連絡会



大学生らしいことをしたい！　新しいことに挑戦したい！
それぞれの思いを胸に、私たちは「同志社ローム記念館プロジェクト」に参加しています。

VRゲーム開発、企業や海外の大学と連携した映像作品の制作、
地元のみなさんと 取組むまちおこし、環境教育など多彩な活動をしています。

より充実した活動と成果のために、私たちの活動にぜひ皆様からの
ご支援をお願いします。

大学在学中、コアプロジェクト学生コアスタッフ（スタジオZeroの前身）でメンバーとして活動していた私が、6月
下旬からは同志社ローム記念館事務室のスタッフに着任した。同志社ローム記念館設立15周年のこの年に、初の
OP（Old Project-member）が着任ということで、勝手ながら強い縁を感じている。事務手続きや相談をしに、日々

事務室を訪れる学生は、かつての自分と重なる。そして、対応しながら思うのは、「今のうちに失敗をしておくと良い」ということだ。
周りのオトナが散々言っているだろう台詞なので、今さら…という気もするが、私自身も含め、失敗を恐れて何も進まないことが多いからこそあら
ためて言いたい。何も進まない時間はもったいない。失敗しても進んだ方が良いと思う。同じ失敗を何度も繰り返すのは良くないが、失敗すること
で新たな気付きが生まれることもある。「まずはやってみる」ことを大切にしてほしい。
2018年度の活動を開始した全10プロジェクト、いくつもの失敗を乗り越えていくメンバー達を、全力でサポートしていきたいと強く思う。

（同志社ローム記念館事務室　中井　晶）

「えこまな＠京田辺」の中心メンバーとして活躍する3人。
先輩の思いを受け継ぎつつ、自分達らしい「えこまな」の活動、
チームづくりを模索中だ。

長尾 鳳児郎 さん
同志社大学理工学部機能分子・生命化学科　3年

ながお ほうじろう

山 本 浩 生 さん
同志社大学グローバル・コミュニケーション学部
グローバル・コミュニケーション学科 3年

やまもと ひろき

堀 井 暁 斗 さん
同志社大学理工学部数理システム学科　3年

ほりい あきと

編 集 後 記

Information

同志社ローム記念館のトレードマーク広いノキシタ。
そんなノキシタや劇場空間にたくさんの人が集う、楽しいイベントを開催中。5月のオープニングで
はOne Voicesのライブ、6月にはHocus Pocusのパフォーマンスをお楽しみいただきました。こ
れからも、ノキシタイベントは続々開催予定。秋にはノキシタにプロレスリングが出現する！？ロー
ム記念館ならではのオトクな企画も準備中です。お楽しみに！

●ノキシタ○○！

7月4日（水）、同志社女子大学聡恵館ラーニングコモンズ、７月10日（火）、同志
社ローム記念館にて「プロンティアットVR」によるマルチVRゲームの体験会が開
催されました。今後も順次体験会を開催してたくさんのプレイデータを収集、頂
いたご意見をもとに、ますます楽しめる、充実したゲームを作り上げていきます。

●仲間と楽しむVRゲーム！

第15期のプロジェクトがそれぞれの活動経過を報告する中間報告会とあわせ、記念式典・講演会を
同時開催します。
日時・場所： 9月29日（土）12：30～18：00　同志社ローム記念館
プログラム： 12：30～　記念式典・フォーラム
　　　　　　　　　　　　記念講演講師　廣瀬通孝氏（東京大学大学院情報理工学系研究科教授）
 14：20～　中間報告会（プレゼンテーション）
 16：30～　ポスターセッション・交流
学生、一般のみなさまのご来場もお待ちしています。

●2018年度 同志社ローム記念館プロジェクト中間報告会

15周年記念イベント開催！

同志社ローム記念館
とは・・・

京都に本社を置く半導体メーカー、
ローム株式会社の寄付をもとに2003年に
設立されました。
学生・生徒が集う開放的な学びの空間があり、
１年を通して様々な課題に取り組む、
「同志社ローム記念館プロジェクト」の
拠点としても活用される情報教育施設です。

表
紙
の
人

同志社ローム記念館プロジェクト・リポート
〒610-0394 京田辺市多々羅都谷1-3（同志社ローム記念館2F）TEL 0774-65-7800　FAX 0774-65-7008　E-mail : jt-rohm@mail.doshisha.ac.jp　http://rohm.doshisha.ac.jp/
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同志社ローム記念館プロジェクトサポート募金 募集要項
2018年度 プロジェクト
●KJ３プロジェクト アジアの国々とメディアコンテンツを創るコラボレーションシステムの開発
●S.D.S（Slope どうで Show）　●プロンティアットVR　●アトリエフレームワークス
●えこまな＠京田辺　●スタジオZero

企業・自治体との連携プロジェクト
●パナソニック株式会社　●木津川市役所　●オムロン株式会社　●ローム株式会社

〒610-0394 京田辺市多々羅都谷1-3　
TEL ： (0774)65-7800　FAX ： (0774)65-7008
URL ： http://rohm.doshisha.ac.jp
Email：jt-rohm@mail.doshisha.ac.jp

【募 集 期 間】 2019年3月31日まで
【お申込金額】 個人：一口 5,000円

 法人：任意

一口未満のご寄付につきましても、ありがたく
お受けし、大切に活用させていただきます。

【お 問 合 せ】 同志社ローム記念館事務室
 （京田辺校地総務課）

ご寄付はすべて学生たちのプロジェクト活動の資金として活用させていただきます。個別プロジェクトへのご寄付も承
ります。本寄付金は税制上の優遇措置の対象です。詳細は、下記へお問い合わせ下さい。

随時活動状況を発信しています！

同志社ローム記念館
プロジェクト・サポート募金
お申込みはこちらから

同志社ローム記念館プロジェクト
Facebookページ

同志社ローム記念館プロジェクト運営委員会

募金は、クレジットカードやコンビ二でのお支払いも可能です。郵便局用の払込取扱票もご用意しています。




